








　国家儀式は、時代の推移とともに、そのあり方を変容させて行く。変容は、存続のための必須条件である。国家の儀式体系の中で、当の儀式が何らかの機能を果たす限り、儀式は、時代の解釈を取り込みつつ存続して行く。　古代国家の成立に伴って整備された令制儀式の多くも、次第作法に相応の改変を加えつつ、中世に至るまで命脈を保った。それら令制儀式の中でも、「月次神今食」は、早くから成立当初の姿を見失い、著しい内実の変化を遂げながら、その後も数世紀にわたり、時々の情勢に応じた形で生きながらえたのである。　本稿の目的は、まず第一に、『建武年中行事』 神今食の記事を解読し、その儀式叙述 性格を見極めること さら 、その作業を通して、当の神事がどのような姿で、あるいはど ような観念を以て、中世に存在した かを探ることにある。　　六月十一日御 、一日 りはじまる。行幸あり。
　神今食は、六月と十二月の十一日、月次祭の夜に行われた神事?『貞観
儀式』「神今食儀」及び『延喜神祇式』）。『建武年中行事』本














れる中卯日の新嘗祭の めの斎戒作法 考え 自然である。また、御贈は、一日より八日までの間、神祇官が供進する照物 よって祓えを行うもの。『延喜神祇式』は六月・十二月の行事とする 、鎌倉初期の成立かとされる『年中行事秘抄』では、忌火 膳 同様、六月・十二月 他に十一月 行うこととしてい　しかし、忌火御膳や御腰等が月次 今食に関わる斎戒作法と考えられていたとしても それ 中祀の潔斎を当 一日からとすことが慣例となってから後のことであろう。月次神今食について、散斎三日の神事という認識が薄れる ともに、本来別個 行事 あった忌火御膳や御贖をも 一連の作法として取り込んで たと うことではなかろうか。　六月と十二月とには、祓えや霊鎮めの神事が集中している。それ
『建武年中行事』雑考(六)
らは、いずれも〈国家〉の禍や穢を祓い鎮めようとするものであるが、具体的に清めの対象となるのは、神事によって一律ではない。大祓のように、神話的な〈国家〉的世界 対象とするもの、道饗祭や鎮火祭など、国家の中心たる都城や宮城の空間を対象とするもの、さらに、御贈や節折り等 如く、ミクロ レベルで天皇の身体を〈国家〉の表象とするものもある。こうした祓えや霊鎮めの神事は、具体的な事物 身体を対象とするものほど、実際の所作は襖等 斎戒作法と似通ったものと り その趣旨が互いに交錯するというこも、比較 容易に生ずるのではないか。　一方、現存の文献によって知 れる限り、月次神今食そ も にも、多分に複合的な性格が見られ 。『貞観儀式』によれば、当日の昼間に、神祇官に於て班幣の行事がある。これは 神々を讃え 祝詞を唱え 諸社 幣吊を分かつもの。その夜 天皇が内裏の西 あたる中和院（中院、神今食院）に行幸し、神今食の祭 がある。その次第については後に具体的に見て行くが 宵・暁の神饒供進 他神殿には寝具が設けられており、大嘗祭・新嘗祭に共通する内容を備える。一般 は、班幣の儀と とを併せて「月次祭」と称するが、また、昼間の班幣の儀を指して「月次 」と 夜 「 今　　　　　　　　　　　　　（3）食祭」と区別することもある。両者の関係 どう捉えるか 問題となるところであろう。　しかし、それだけではない。『令義解』「神祇」は、「月次祭」に注して「即如二庶人宅神祭一也。」とする。こ 解釈は、月次神今食そものというより むしろ、これに伴う「大殿祭」にこそ相応しいではないか。大殿祭は、中臣・忌部の官人、御巫等が天皇の居殿にて祝詞を唱え呪術を施すもの 、『貞観儀式』によれば 今食・大嘗祭等の前後に、あるいは、『延喜宮内式』 よれば神今食・新嘗祭の
明日平旦に、必ずこれを行うとされている。　つまり、『令義解』『貞観儀式』等の成立した九世紀前半には、既に、月次神今食そのものが、成立当初のあり方を変容させており、複合的な形式を持つとともに、多義的な性格を有するものとなっていたのではないかと思う。本来の趣旨とは別に、祭祀の中核を曖昧化した月次神今食が、潔斎期間の長期化に伴い、別箇の系統に属する行事を取り込んで多義性をさらに強めて行くのは、成り行きとして必然であろう。　
ならば、中世の月次神今食には、どのような意義付けがなされていたのか。また、国家儀式の体系の中で、どのような機能を果たし
ていたのか。その答えを探るための作業は、未だ始まったばかりである。　さて、冒頭に掲げた『建武年中行事』本文には、「行幸あり。」とあった。これは、天皇が中和院にて自ら神今食 祭儀 臨むことを言う。先述の通り、神今食は天皇の親祭を本儀とする。一方、月次祭は神祇官で執行され その場に が臨むこと 。即ち、『建武年中行事』は、十一日の 事のうち、昼間の班幣行事には触れることなく、夜の神今食のみを記述 対象としているのである。　『建 にとって、この神事は、神今食のみで完結するものである。その理由は、おそらく、神今食 天皇親祭 祭儀であるという一事にかかっている。詳しくは後 する 、例えば、本文を通覧した限りでも、『建武年中行事』の関心は、この神事の天皇作法（正確には、天皇作法と、その介添え役の作法）に集中しているからである。




　九・十世紀の頃には既に、天皇の行幸のない例が珍しいことではなく、『西宮記』「神今食」の「神今食事」 項には、内裏の穢等により神祇官に於て諸司に付して祭儀を執行させたと う事例が、多数挙げられている。十二・三世紀になると、日記の類にも 行幸記事は極めて稀であり、上卿以下が神祇官で したという ばかりが目に付く。　尤も、本来は天皇の行幸を必要とするものの、徐々に廃れて ったという神事は、神今食に限らない。『中右記』長承元年（一＝二二）十二月五日条には、「新院十六年 今上御宇九ヶ年間、神今食新????、???﹇?ヵ﹈?????」???、????????べ二十五年間、神今食・新嘗祭や、伊勢神嘗祭の幣吊使発遣に際して、行幸がなかったことがわかる この月の神今食も、一旦は行幸が予定されたが、内の物忌のため実現しなかったと う。記主 藤原宗忠は、三年後の保延元年（一＝二五）にも、「二季神 食 九月例幣、新嘗会行幸、尤可被行也」 、これらの祭祀につい 、本儀　　　　　　　　　（4）の再興を奏請し いる。　こうした趨勢は、その後も変わることはなかった しく、『禁秘抄』「神事次第」は、「神今食・例幣・新嘗会 以上四ヶ度ノ神事、必一両度ハ有テニ行幸一可レ被レ調二其儀一。夜陰ノ臨幸更非二民愁一。」としている。神今食以下の神事 年間に四度あるが、そのうち、せ一・二度は天皇自ら場に臨むべきだというのである。十三世紀当時には、それらの 事に行幸 あることが、むしろ稀である いうほどの状況になっていたか こそ、こう た教戒のなされ 必要もあったのだろう。　神今食以下の行幸が衰微した経緯 は、さまざまな要因が絡んでいるのだろう。ただ、儀式書の勘例等によって、行幸停止の理由を
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げているのではない。仁政 尊ぶ天皇にとって、夜間の行幸により諸司を煩わせるのは、もとより忍び難いことなのである。穿った読み方をすれば、神今食の 幸は、天皇に課せられた面倒なお荷物もはや前代の遺物 が、建前はともかくとして実際のところではなかったのだろうか。　さらに時代が降っ 十四世紀前半 『建武年中行事 の成 た当時、行幸の儀は、ほぼ廃絶の状況にあったのではないかと思う。場合によっては、廃絶から相当の年数を経ていたと う可能性もある　しかし 『建武年中行事』 拘るのは、あくまでも天皇の親祭になる神今食である。本文、中和院での神事次第 後 は 念 押すのように、次の一文が添えられている。　　神祇官にて行は ゝをり まづ官の庁へなりて、帛の御装束奉　　りて、神祇官へ 幸あるな 。　神今食は、中和院でなく神祇官にて行うことも そ 場合、天皇は、まず太政官の 庁 出御、斎服を着し、そこから神祇官に向かうのであると。
　『北山抄』は、「若依二禁中樵及御物忌等、付二所司「者、上卿就二神祇官一行レ之。」として、その次第を載せ、 江家次第』もまた「神今??﹇??????、「??????、???????、??????、　　　　　　　　　　　　（5）於二神祇官一被レ行」と明言する 『西宮記』の勘例等によれば、天皇








　『建武年中行事』の神今食の記事は、天皇の行動を中心に、ほぼ時間軸に沿った展開となっている。殊に、それぞれの次第について主となる作法を設定し、それを核とした場面構成のなされているのが特徴であ 。　　戌のはじめ 出御。はくの御装束を てまつる。内蔵寮てうず。　　夏はすゞし、冬はねる。これよりさき、まづ大忌の御湯をめす。　　うらにあひた 上卿、陣につきて弁 召し 、諸司 ぐふ と　　ふ。小忌、御灯を供す。もとの灯をけちてとも あらたむ。上　　卿・宰相・弁・少納言・外記・史、うらにあひた 人、小忌を　　きる。近衛司 蔵人み きる。関白、鬼問にてきる。　当日戌刻、天皇は、中和院に行幸のため南殿に出る。　それ以前に、天皇は 神事に臨むための潔斎 仕上げとして「大忌の湯」を召す。同時に、行幸に従う小忌たち 神今食奉仕の準備を進めている。陣座には王卿が参集し、清涼殿では忌火御殿油が供される。『西宮記』「神今食」の「中院儀」の項、及び『北山抄「神今食事」等によれば、小忌以外の者は灯火を改めるより以前に退出し、それ以後は殿上せずという 天皇と、神意 叶っ 小忌のみに許される神聖な時間が、この瞬間から流れ出すのである。
、『建武年中行事』雑考(六)









まず見られない。そうした関心の持ちようは、次第 骨格 ことに比重の置かれる儀式書よりも、どちらかと言えば、特定の〝職〟に関わる作法書のそ に近い。例えば 『蓬莱抄』「神今食行幸事」もまた、扈従の侍臣の装束について 極めて詳細に記している。当書は、十二世紀前半、藤原重隆が殿上人の 得として記したとされる。天皇と近臣との共有する内廷的な儀式世界が、感じられるところである。　付言すれば、『建武年中行事』 神今食記事は この他にも、しばしば『蓬莱抄』と共通する作法を取り上げている。だが、両者 記






心なようだ。　神事の行幸、特に諸社行幸等に普通に用いられたのは、葱花輦である。本文も「御輿葱花なり。」とする。但し『西宮記』以下の儀式書、及び『小野宮年中行事』『蓬莱抄』等の作法書は、いずれも 中和院行幸の際には、天皇は「腰輿」に御すとしている。　これに関しては、一条兼良の『江次第鈔』「中和院神今食」に、「御腰輿、幸中院。但自里内行幸時 駕葱花也 の説があ 平安宮内裏の場合、中和院は内裏に隣接しているから簡便な腰輿で事足りるが、里内裏からの行幸であれば、ある程度の距離もあり、格の高い葱花輦を用いる必然性も出て来る、と言うのであろう。『江次第鈔
』は言うまでもなく『江家次第』の注釈書だが、明らかに『建武









?? 。﹈」 ?、????? ? ? ? ???。出御の際の事としているものは見当たらない 本文の記述には、資料の誤読なり記憶違いなりといった、何らかの錯誤があろう。　中門が開かれ、天皇の輿が、中和院の正殿である神嘉殿 南正面に寄せられる。この時、それまで輿の左右に供奉していた近衛次将は、下御とともに南面すべき天皇に合わせて位置を替え、左右近衛としての本来の形にし くてはならぬはずである。通常の行幸であれば、そういう決まりな だが、神嘉殿 於ては、左右の次将はそ　　　　　　　 　　　（5）のままに 位置を交替しない 『北山抄』は、その理由を、行幸 路　　 　　　　
（6）




籠で、これを「神殿」と称する。東西の二間も塗籠で、西を天皇の控えの間、東を内侍あるいは采女等の候所とする。南庭は、東西から南正面にかけて幔幕を引き渡し、三方から囲う形とする。さらに、その内には、東西に苫葺の仕切りを立て渡し、中門に面する南正面には斑幕を引く。ちなみに、小忌 王卿の候所は、幔幕の囲いの外。殿舎は東西に翼廊を持ち 各端に二舎を付属させ が、小忌の座は、　　　　　　　　　　　 （7）その西舎に設けられるという。　天皇は、神嘉殿の西の隔殿に入り 大床子 着く。以下 本文「此所に」とは、天皇控えの間である神殿西隣の塗籠のこと。大床子に着いた の目に映るはず 屋内の様である。西塗籠 しつ
いについて、『延喜掃部式』には、「敷二長席一。立二床一脚一。供二御座一。」とある。また、『江家次第』によ ば、神殿と西塗籠とは、いずれも、上に「信濃布承塵」を張り、四隅 「白木床子」 立てて、　　　　　　　　　　 　　　（8）
　　
その上に白木の燈楼を置くという。本文の記述も そ らの定式から大きく外れてはいな 。だが、この場面では、何よりもまず 明らかに天皇の視線を強調した、その筆の運び 注目しておきたい。　神事に臨む天皇は、まず、西の隔殿から西廂 設けられた湯殿移る。　　とのもんれう御ゆまゐらす 御舟にとるなり。めすほどにうめ　　たり。そののち、ひ 口より七たびまゐらす。山陰の中納言子　　孫なる蔵人、御湯の事をつかうまつるなり。その人なければ、　　外せきにも末なる又えたり。頭もし 五位蔵人の中 れも山　　かげの末、御湯殿にまゐる。うへのきぬぬぎ 上に明衣をき
　　たり。下襲おなじく着せず。神殿の方にむかひて、七たびこれ










　　納言のすぢになん、今も御装束、口伝ありてめ れける。　内裏から中和院に向かう時、天皇 装束は、内蔵寮の調進になる吊の御衣であった。湯殿の儀では、これも内蔵 供するところの「天の羽衣」と呼ばれる湯帷を纏う。本文のように、纏ったまま湯船に下りるという作法を採れば、上がる際には別の湯帷を纏う


































等と指示するが、本文では、やはり近衛次将の作法が中心である。　神座の搬入及び撤去の際に、左右近衛次将は、神殿の南戸を開き、内に懸けられた幌を掲げ持つ。この作法について詳細に記しているのは、後鳥羽院の撰述とされる『世俗浅深秘抄』だが、ここでは特に、『建武年中行事』の本文と比較した場合に注目される所説のみを紹介する。　まず、『世俗浅深秘抄』によれば、神殿の幌を掲げる役に当たるのは、本文に言う「中将」ではなく、多くは少将 あるという。また左右近が陣を引く作法 ついて、左近が西 右近が東と、念を押している。これは、先にも見た通り、中和院行幸に於ては 立ち　　　　　　　 （11）
　　
替わらぬためである。『建武年中行事』は、ここで 、「左右近」が「東西」に陣を引くとしているが これは先 本文 矛盾しないだろうか。それとも、単なる慣用的な言い方として、看過すべきであろうか。　もう一点 神座搬入の際に、次将は「臨二其期一」即ち 神座が南階に至る段になって陣を離れ、南階の脇に進み寄り兵具を解 。『世俗浅深秘抄』は、これが正式であるが、「近代只
不レ引レ陣。自二幔













当該本文に基づく図を載せる。他にも、記録等に基づく諸説の紹介　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）は既に十分になされているので、考証は全てそれら 譲 。　ただ、八重畳の設けられ 意味に関連して 興味深い事例があるので、『建武年中行事』の本文からは少し離れるが 簡単に触 ておくことにする。それは、天皇の行幸がない場合 寝具を供するか否かが問題 なる、という事例である。　前項にも述べたが、『江家次第 は、天皇 行幸がある場合は中和院で、行幸なく上卿以下が代行する場合は 祇官 と 明確に区別している。その『江家次第』は、「神祇官神今食」 項で、神事次第を、上卿以下の神座搬入、諸司による神饌供御と記した次に 「供二神裳等一歟﹇????????﹈」???。??、?饌を供し了り撤する??????、 「 ?﹇???
」
としている。つま
り、神座は設けるが、寝具 必要かどうか 確定できないと うである。　神座が単なる御座であるならばと かく 枕が設けられていであるから、これは寝 。その御寝 座に、衾
等が不要とい
うことがあるのだろうか。また、神事 開始以前 上卿は内侍参不を問うことになっており、行幸 い らといって、内侍までもが参仕しないということはない。寝具を供する役の不在といった理由ではないのである。『江家次第』は、何に不審を抱いているのだ
一
二
ろう。　折口信夫が、大嘗祭の神座を天孫降臨神話の真床覆裳に比定して　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）以来、神座の意味について論議のあることは、周知の通りである。今仮にそれらの意見を 別すれば、天皇がここで何らかの秘儀を行うのであるとする説と、祭神がここで休むのであるとする説との、二つに分かれ であろう。　深読みを承知の上の推論であるが、『江家次第』 不審は、前者の説に類する考え方を背景にしてい のではないかと思う。神座が祭神の休み所であるとすれば、行幸の有無に拘わらず寝具の設け 必　　　　（14）須であろう。一方、神座は天皇の秘儀のための設けであると考えた場合、行幸がなければ、これを省くとい 案も出て来るのではないか。　但し、全く実際的な理由から、臣下 みで行う神今食に、神座そのものは欠かせぬのである。儀式次第から神座の搬入と撤去を削れば、そこでの小忌王卿の役割は 諸司による神饌供御を見守る以外何もなくなって まう。だが、内侍 よる寝具 設けは、神座搬入の後に神殿内部で行われるのであるから、これを省略しても、特に儀式の形が損なわれるとい こともない。神座は設けるけれども寝具は如何とする問いかけが こうして生まれる ないか。　改めて念を押すが この論は 大嘗祭や神今食等 原型を探とするものではない。また、儀式やそれを構成す 要素に対す 意味付けは、必ずしも時代を超えて生き続けるわけではなく、時に応じて変化し得ると考えて る。右に述べたのは、神座の持 固有の意味ではなく、あくま も、『江家次第』の時代に そ した解釈行われた可能性がある、というこ である。　さて、再び『建武年中行事』の本文に戻　　内侍しぞ
きて、神殿に入御あり。神座の東に、巽むきに半帖を
『建武年中行事』雑考(六)
????????。???????????。???﹇????、???????? ﹈。　夕御膳の供御。本文は、神饌行立の次第など記すことはしない。以後は全て、神殿内の天皇作法である。　天皇は、八重畳の東に敷いた御座に着き、威儀を正し、一揖するという。祭神に対する揖であろう。本文の注記に、「この揖は、人しらぬ事なり」とあるが、確か 、儀式書そ 他に当たってみても、着座の時の揖のこ は見られない。一方、『江家次第』「大嘗祭」等は、神饒供御の後、共食の際の作法として、拍手・称唯、並びに「低頭」を記すが、これに相当す 記述は、本文にない　　その前に又短帖を敷て、そ うへに神座を供す 陪膳 うねべ　　神食薦もちて参て、短帖の上 しく。しんどりのうねべ、御食　　薦を持てまゐる。陪膳とりてしく。ひらでばこのはこ、御はん・　　なま物・干物・くだ物のはこども、次第にまゐりぬれば うね　　べひらで 取 らするに、次第に入れさせ給ふ。おき様、　　二のやうあり。二行にすう。五出 やうなり。神今食は、五出　　たよりある り。ひらです なきゆゑなり。く きやう次第　　に見えた 。　天皇の御座の前に敷かれた短帖が、神
饌 
供御のための座である。
最姫と呼ばれる陪膳 采女が、「神食薦」を短帖の上 敷き さに、「御食薦」を後取の采女 ら伝え取って、そ 傍らに敷く。で、葉盤筥以下の供物を、陪膳が後取からの手伝えで御食薦の上に置く。次で、天皇が陪膳から葉盤を受けて、一々 御飯以下 供物を盛り、これを陪膳が神食薦の上に並べ置く 供物を神食薦 上に並べる、その置き方には、「五出」と「二行」との二通りがあり、神今食は大嘗祭・新嘗祭の場合に比べて葉盤の数が少ない 、前者





神座・短帖等の説明中に、「或記日、短帖神座歟。然而、新儀式．清涼抄心不然。両食薦、敷短帖上。為神座者、何可然乎 」とあるところ。『建武年中行事』本文は、天皇の御座の前に敷く短帖に「神座」を設けるとする。院は、本文と同様の説があることを認めた上で、これに異を唱え、神食薦・御食薦ともに短帖の上に掛かるように敷くのだから、短帖が神座であるはずはないとしている。　また、第二の、「二行」「五出」の紹介。長くなるので引用は省くが、要するに「二行」 いうのは、全部で三二の葉盤を置くの 、まず各五の葉盤を横 に平行に並べ 二行の間に一の葉盤を置き、それら十一の上に次々 重ねて、およそ三重にする。「五出」は、五の葉盤を円形に、中に一の葉盤 置 て、それら六 葉盤の上に次々を重ねるので、およそ六重になる。院によれば、「 」 白河院の説、「五出」は件の采女「安芸」の説という。院 前者を上説とし後者を次説とするが 『建武年中行事』本文 あ 通り 葉盤 数が少なければ、後者の方が却って好都合な かもしれない。　それにしても 「二行」「五出」の二葉の葉盤の据え方は、 にとっては「殊秘説」の一であったのに対して、本文では「くはしきやう次第に見えたり。 と 実に淡泊な扱いであ 。 次第 と 当時の用法から考えて、儀式書や記録の類を言うのだろう。この場合は、特定の「
次第」を指すとも受け取れるが、それでも、「次第に見えた






ち、秘説を伝授したからには、これを遵守すればよい。大嘗祭の本番に臨んで、たとえ本説と異なった仕儀になっていたとしても、うろたえて弁官に尋ねたりしてはならぬ。その場で正しい形に改めればよいのだ、と。院は、これを天皇家の「家記」として綴っている大嘗祭の作法を秘説として記すことで、他の「家々記」との違いを際立たせ、天皇〝職〟の固有性を確認しようとしている。　だが、『建武年中行事』の本文からは、天皇作法の固有性に対 る強い執着といったも は あまり感じ ない。神今食の天皇作法は、湯殿の儀や神事装束の作法と、殆ど同一のレベルに置か ているのではないか。叙述の中心には常に天皇があ 場面は天皇 視線を追うようにして展開する。しかし、観修寺や大炊御門とい家々の伝える秘説、それらに向けられる敬慕の眼差し以上の特別ものが、天皇自身の所作に注がれて るとは思われない。それは『建武年中行事』が 天皇家の「家記」とし 書かれたものではなく、天皇〝職〟
の後継者に向けて書かれたものではないという、た













に移る前に、手水を使うということを述べようとして、先にもこの事ありと想起し、時を遡らせたわけだ。　その文脈からすれば、「祈念の事あり 」とは、供御を始めるにあたって、天皇が祭神に祈ることを言う ろう。前出の『後鳥羽院震記』によれぼ、後鳥羽は十月二十三日、大嘗祭を控えた順徳に、　　　　 　　　　　　　 　 　　　 （18）「公家於悠紀主基神殿、可被行請申詞」を伝授したという。これも引
用は省くが、その趣旨は、伊勢の天照大神と諸 に向けて、国家の安泰を謝して新穀を供える旨を述べ 天皇の身に災厄の及ぼぬ事を祈請するものである。後鳥羽は、これ ついて「代々此事不載諸家記、又無知人
歟」とし、「最秘蔵事也」「殊秘蔵事也」と繰り返して
いる。　さて、問題は、「猶秘事どもはしるすに及ばず。」という一文である。神事の全体を振り返って、この間には なお幾つかの 秘事ども」があるのだが、それらについて ここに記すわけ 行かぬと釘を刺して のだろう。だが、本文には 既 「人しらぬ」揖のこ が記され、「祈念の事」ありとも記されていた。それらは、「秘事」のうちにも入らぬ であ か。諸家の知らず天皇のみの知り得る事が、さら 幾つもあ と言うのだろうか。










了したことを報告する その詞は、『西宮記』「神今食」の別項「中院儀」に「阿佐女・采女・主水 夕暁御膳平久供奉止申」とあり、『江家次第』 大嘗祭」等も、ほぼ同様である。儀式に用い れる定型の詞には、あまり大き 変化 見られぬのが普通だが 本文に記された采女の詞は、趣旨はともかくとして かなり異った形の　　　　（20）となっている。　采女の詞に対して、天皇が「よし と告げれば ここに神事は完了する。儀式書等は、天皇が装束を改めると言うのみであるが、本文の記すのは、単な 次第ではない。「天の羽衣」と称する湯帷も、所謂「大神事の御装束」も 神事の完了 ともに消える であ 。止まっていた日常の時間が再び流れ出す、その瞬間 ら れら常の御衣となり、采女や宮主への祿として下げ渡され、二度 使われることはないのである。　この後、本文には、 祇官 儀について 簡単な説明が入る。これは、前項で既に扱ったので、繰り返し引用することはしないが、この一文があ ため 、記事は、神今食について 補遺に入ったか
一六
と思わせる。だが、そうではないのだ。　　神膳のほどは、近衛府の幄にて神楽あり。よひの御膳のほど、　　とり物、から神までうたふ。夜もすがらうたひて、還御の御輿　　の左右にうたひて供奉す。声たえず。千歳をうたふ。月華門　　内にてとゞまりさぶらふ。　天皇が神嘉殿を出る。すると そこには朝の空気の中に、神楽声が響いている。実は、神事の間、近衛府が神楽を奏してい のである。夕御膳の間に、採物の「韓神」 歌い、さらに夜通し歌い続けて、小前張の「千歳」まで。楽 音 絶えることなく、還御の輿を左右から包むように響き続け あたかも、神上げする神楽声に送られ 神事の場を離れ 行く のように 天皇の輿 、中和院を後 して内裏に帰って行くのである。　『西宮記』「神今食」「中院儀」の項に のこととして
「近衛逓神楽。」との注記がある。だから、『建武年中行事』が近衛の　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　（21）神楽を記し留めること、それ自体を問題とするわけ はない実際の中和院行幸、その還御の様は、程な 行程の間に大忌王卿名謁を行うというように、よほど物々しいも であったのだ 本文に描かれる情景は、厳しい警護の雰囲気から、あまりに懸 離れている。　先述の通り、『建武年中行事』は 違例の選択によっ 、還御 際の名謁を排除してい 。その代わり 還御 場面は、祭主 しての天皇の神々しい姿を浮かび上らせるものとなったのだ。それは、ちょうど、効果的 演出された舞台の幕引きを見るようである。　これまでに検討した通り、『建武年中行事』の時代、神今食・新嘗祭の親祭は、既に廃れていた。大嘗祭に共通す 神饌供御 次第ともかくとして、中和院行幸の記事が編者の実体験に基づくという
『建武年中行事』雑考





　最後に、「解斎」 記事 つい 少しだけ触 ておきたい。『建武年中行事』は、還御 場面 後に、十二日朝の解斎の粥・解斎手水の次第をも記している。神今食の神事を、一日の忌火御膳を以て始まるものとし、 れ 照応するよう 解斎を以て 事 閉じ
る。潔斎の開始から中和院行幸を挟んで解斎までを、一続きの儀式として捉えているのである。　だが、解斎についての検討は、とりあえず省略する。本文の記述は、『江家次第』「解斎事」と、ほぼ同内容。『建武年中行事』の記事としては比較的長文であり、中には興味深い天皇作法も含 れていて、編者の関心の持ち方 は気を惹かれるが、全て、別の機会に譲ることとする。
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（14）　『江次第砂』は「内侍率縫司等供寝具」に注して「内裏式云 縫殿　　寮供寝具、天皇御之者。而今唯與内侍蔵人縫殿司、供之」とする。　　即ち、『内裏式』（逸文）には、縫殿寮が寝具を供する際に天皇自ら　　がその場に臨むとの文言があったという。寝具は、単な 添え物で　　はあり得ない。（15） 『後鳥羽院
宸記』建暦二年十月二一日条
（16）　一例として、『江記』天仁元年十一月二一日、鳥羽天皇大嘗祭の記　　録には、葉盤を「二行」に据える様が記されている。（17）　注（16）に同じ。（18）　『後鳥羽院震記』建暦二年十月二五日条（19）　『後伏見天皇御記』によれば、院は、十一月四日に采女を召して自
　　身が神饌
の習礼を行った。その上で、九日・十日の両日には、天皇
　　の座所に陪膳の采女を召し、過去四度の大嘗祭に奉仕した采女に扶　　持を命じて、天皇に習礼を受けさせている 本文引用は、十一月九　　日条による。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一八
（20）　『年中行事秘抄』「新嘗会事」には、本文とほぼ同様の詞が載る。（21）　他に、『山
槐記』（注（4）に同じ）が、還御の際の神楽について記す。
（22）　『原中最秘抄』行阿識語。また『建武記』によれば、行阿は、延元
　元年（建武三、一三
三六）当時には、左近大夫として後醍醐の武者
　所に候したことが知られる。
＊本文出典一覧
『建武年中行事』『禁秘抄』『蓬莱抄』『年中行事歌合』
　『世俗浅深秘抄』『永和大嘗会記』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー以上、『群書類従』　『年中行事抄』　　　　　　　　　　　　　　
ー
『続群書類従』
　『江次第砂』
ー
『続々群書類従』
　『北山抄』『江家次第』
ー
以上、『神道大系』
　『中右記』 江記』『後鳥羽院震記』『後伏見天皇御記』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
以上、『増補史料大成』
　『令義解』『延喜式』 　　　　
ー
以上、『新訂増補国史大系』
原則として旧漢字は新字体に改め、注記は〔〕内に一行書きとした。また、引用にあたって、『建武年中行事』については、和田英松註解・所功校訂『新訂建武年中行事註解』を参考に仮名遣い・文字遣い等を改め、『禁秘抄』『蓬莱抄』『江次第紗』『年中行事抄』『永和大嘗会記』『後鳥羽院震記』『後伏見天皇御記』については、私に句読点等を改めたり加えたりした。
